
第１号様式（第２条関係）
公文書公開請求書
年　　月　　日
（宛先）柳　井　市　長　
請求者　郵便番号
　　　　住　　所
　　　　氏　　名
　　　　電話番号（　　　　）　　－
　柳井市の保有する情報の公開及び説明責任に関する条例第１０条の規定により、次のとおり公文書の公開を請求します。

	公文書の件名
又は内容
	※　公文書が特定できるよう具体的に記入してください。


	公開の方法
	１　閲　　覧　　　　２　視　　聴　　　　３　写しの交付


（注）

　１　請求者の住所及び氏名は、法人その他の団体にあっては、その主たる事務所の所在地又はその代表者の住所並びに名称及び代表者の氏名を記入すること。
　２　公開の方法欄は、該当するものの番号を○で囲むこと。



（裏面）

留　意　事　項
１　公文書の公開は、公開をするかどうかの決定に日数を要するため、原則として受付と同時には行いません。

２　請求のあった公文書の公開をするかどうかの決定は、公開請求書を受け付けた日から起算して15日以内に行い、当該決定の内容は請求者に速やかに書面により通知します。

　　なお、当該通知は、公文書の公開をすることの決定である場合、「公文書公開決定通知書」、条例第8条の規定による公文書の公開（以下「公文書の部分公開」という。）をすることの決定である場合、「公文書部分公開決定通知書」、公文書の公開をしないことの決定である場合、「公文書非公開決定通知書」で行います。

　　また、書面による通知が決定期限までに請求者に到達しないおそれがあると認められるときは、電話によりその旨を通知します。

３　やむを得ない理由により15日以内に決定をすることができないと認められるときは、「公文書公開決定期間延長通知書」により延長の理由及び延長後の決定期限を請求者に速やかに通知します。

　　なお、決定期間延長通知書が受付の日から起算して15日以内に請求者に到達しないおそれがあると認められるときは、電話によりその旨を通知します。

４　公文書の公開を実施する日時及び場所については、公文書公開決定通知書又は公文書部分公開決定通知書で指定します。

　　この場合において、指定された日時が都合の悪い場合においては、あらかじめ担当課等にその旨を連絡してください。

５　公文書の公開を受ける際には、公文書公開決定通知書又は公文書部分公開決定通知書を係員に提示してください。

６　公文書の写しの交付を受けるには、写しの作成に要する費用の負担が必要となります。

　　また、写しの交付について、郵送を希望する場合は、写しの作成に要する費用（原則として郵便為替証書による納付）及び郵送料（郵便切手による納付）の前納が必要です。

７　公開請求書の受付後に当該公文書が不存在であることなどが判明したときは、請求が却下される場合があります。

担当課受理印





情報公開主管課
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